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序

南国市国府地区は,黒潮あらう太平洋に面した高知県の中央部に位置する温

暖な気候 と肥沃な土地に恵まれた香長平野の北部に位置します。

土佐国分寺は,「寺は国華として好所をえらべ」という聖武天皇の勅命によ

り,こ の地に開山しました。南には国分川の清流が西方に流れ,視野は広 く開

け,す ぐ東方には,国衡跡をひかえ,爾来1,200有余年,参拝者の絶えることな

く,文化的香りも豊かな霊地となっています。

土佐国分寺跡の寺域は,現国分寺の北 。東縁に存在する土塁が,その根拠と

して,大正11年に現寺域が史跡に指定されています。発掘調査は,こ れまで昭

和52年の鍾楼建立・書院改築に伴なう調査,昭和54年の庫裡改築に伴なう調査,

及び市道拡幅に伴なう調査,ま た昭和60年の仁王門修復に伴なう調査等,数次

に亘って実施しましたが,具体的な遺構の確認には至っていません。

そこでこの度,伽藍配置等を確認するため,国・県の補助を得,発掘調査を

実施することとしました。本報告書は昭和62年度に調査したものをまとめたも

のです。これまでで,始めて建物址を検出するなどの成果があり,今後の調査

に期待が寄せられます。

最後に,今回の調査にあたりご指導をいただいた高松短期大学教授・岡本健

児先生,終始ご協力を願った高知県教育委員会文化振興課, また調査に理解 と

ご協力をいただいた国分寺・林廣裕住職,な らびに地権者の皆様,国府地区の

皆様方に心から感謝を申し上げる次第であります。

日召不日63有F3月 31日

南国市教育委員会

教育長 鈴 江 廣 幸



1.本書は,昭和62年度国庫補助事業として南国市教育委員会が実施 した史跡土佐国分寺跡の

発掘調査の概報である。

2.調査は,南国市教育委員会が主体 となり高知県教育委員会の指導を得て実施 した。発掘調

査は,高知県教育委員会文化振興課埋蔵文化財班主幹山本哲也が担当し,調査事務は南国市

教育委員会社会教育課社会教育係主事浜田清貴が担当した。なお,岡本健児高松短期大学教

授からは,調査全般にわたって懇切な御教示,御助言をいただいた。厚 くおネし申しあげたい。

3.本書で使用した図面のうち,第 1図は,国土地理院発行20万分の 1(高知)を ,ま た,第

2図は同院発行 2万 5千分の 1(と さやまだNl-53-28-7-1・ 高知 7号 -1)を ,第

3図 は 2千 5百分の 1高知広域都市圏図Nα 9及び16を 複製使用 したものである。なお,第 3

図及び図 1は ,大正10年 8月 に作成された国分寺境内平面図 (縮尺300分の 1)を複製して

使用したものである。方位は第 1～ 3図が方眼北 (G・ N),第 4図及び第 5図が磁北 (M・

N)に よるものである。

4.出土遺物の実測図は,■縮尺に統一した。また遺構平面図及び土層断面図は縮尺充による

実測図を与又は■に縮尺して使用した。

5。 本書の編集及び執筆は,山本哲也が担当した。

6。 調査にあたっては,林廣裕住職をはじめ,地権者の今村清,浜田幸恵氏並びに地元国分地

区の皆様方からは多大な御協力を頂いた。また,宗教法人土佐国分寺関係者各位には,種々

御協力,御援助をいただいた。ここに改めて厚 くお礼申しあげたい。
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I 土佐国分寺跡の概要

土佐国分寺跡は,高知平野の中央北部に位置する南国市国分546番地外に所在 してお り (第

1, 2図 ),標高13m前後を測る微高地上に立地 している。現状は一部が畑地及び山林であるほ

かは,宗教法人土佐国分寺 (真言宗智山派,四 国第二十九番霊場 )の境内地 となっている。

上佐国分寺跡の周辺には土塁 (幅 3～ 4m,高 さ15～ 2m)が存在 し,創建当時の土塁 と推測

されたことにより,寺域が明確である等の理由か ら大正11年 10月 12日 に国の史跡に指定されて

いる。また,現金堂は長宗我部国親・元親父子が再建 したもので,明 治37年 8月 29日 に内務省

より特別保護建造物 として指定を受け,そ の後,昭和25年 8月 29日 に国の重要文化財 (建造物 )

に指定されている。なお,本尊は千手観音菩薩像であり,寺蔵の木造薬師如来立像二本は,明

治44年 4月 17日 及び大正 3年 8月 20日 に国の指定をうけ,ま た梵鐘は (平安時代前期作,総高

80,3cmで四葉複弁蓮花文の撞座 をもつ ),昭和31年 6月 28日 に国の重要文化財 として指定を受け

ている。

土里以外の遺構については現況では明確ではなく,書院南側の内庭園に庭石 として利用され

ている塔心礎 (駐岩製,幅 1 lm長 さ1.5m以 上,中 央に心礎柱座 とみられる径68cm深さ5.5cm

の穴が,ま たその中にはッい柱の柄穴 と考えられる径20cm深 さ 5 cmの穴をもち,一本の排水濤を

有する)か ら,伽藍の存在が僅かにうかがえるのみである。
(註 1)

創建当時の伽藍配置及び規模については,土塁の位置及び瓦の散布状況,こ れまでの発掘調

皐£拌
況等から,東西500尺,南北450尺 の規模で東大寺式の伽藍配置であったと考えられてい

る。特に,寺域を南北に四等分,東西に入等分 して交点を求めた場合,中央の交フ点部分に現金
(註 3)

堂が所在することか ら,創建当時の金堂 も現金堂の位置 とほぼ同一であったことが指摘されて

いる。また,東大寺式伽藍配置 として把えれば,総ての伽藍が中央の東西四区画内に収 まる特

色があることが子旨摘されている。
(註 4)

上佐国分寺跡の変遷に関しては,発掘調査による検出遺構及び出土遺物か ら, また平安時代
(.t5)

前期 に製作時期が求め られ る梵鐘の内容等か ら,奈良時代 中頃か ら造寺が行 われて平安 時代前

期には完成 し,平安 時代後期 には火災によって創建 当時の伽 藍が焼失 したこ とが推察 されてい

や墨6'か
し'具体的な伽藍 の内容及び性格,時期的な変遷過程等につ いては現在に至 るまで不

明確 なままであ り,計画的な発掘調査による検証によ り実態が解 明 され ることが課題 となって

いる。

註 1(1)岡本健児『高知県の考古学』,②第二項土佐国分寺の考古学的考察「第4章古代の文化第2節寺院J

『南国市史上巻』昭和54年 南国市

註2 岡本健児他『土佐国分寺 鐘楼建立・書院改築に伴う発掘調査』昭和53年 土佐国分寺

岡本健児他『土佐国分寺 庫裡改築に伴う発掘調査』昭和54年 10月  上佐国分寺

-1-



註3 註 1(1】 (動

註4 註 1(動

註5 書院改築に伴 う発掘調査時に (註 2参照),二 次的に火を受けた瓦類が瓦溜から検出された。また,

奈良～平安時代に属する須恵器及び土師器等に加え,串状の杉木にさされた富寿神宝十枚が出土した。

註6 註 1(劾
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第 1図 土佐国分寺跡の位置
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II 調査に至 る経緯 と経過

史跡土佐国分寺跡は,大正11年10月 12日 に国の史跡として才旨定され,土佐国分寺寺域及びその周辺

の畑地,山林,宅地を指定区域として遺跡の保存措置が図られてきた。しかし,土佐国分寺跡に関連

する遺構として寺域を画する土塁等が一部遺存してはいるものの,かつての主要伽藍についてはその

内容が全 く確認されておらず,ただ東大寺式の伽藍配置であったことが推察されているに過 ぎない。

土佐国分寺跡の発掘調査 としては,こ れまで鐘楼建立及び書院改
脅 1序

祖改
為 2戸

道拡幅工

亮鵠年
王門解体修理工事等に伴って調査が実施されているが,何れも史跡の現状変更等に伴 う

部分的な調査であり,土佐国分寺跡の伽藍配置に関連する具体的な遺構の検出には至っていな

い。また,土佐国分寺跡の伽藍配置を明確にすることを目的 とした学術的な調査 もこれ まで

実施されていない。

土佐国分寺跡には,現在四国第二十九呑霊場である土佐国分寺が所在 し,天平期以来の法燈

が守られてお り,名刹土佐国分寺 を訪れる参詣者の数は極めて多い。しか し,史跡土佐国分寺

跡の指定区域の中核 を占める範囲は現国分寺の寺域内となってお り,その維持管理上,今後 と

も諸施設の増改築工事等が必要 となり, また,史跡 としての保存及び活用面に配慮を要するこ

とからも,土佐国分寺跡の内容に関する具体的な資料を得,そ のうえ,今後の史跡 としての保

存方策の検討を図ることが必要 となってきている。このため,南国市教育委員会では,文化庁 ,

高知県教育委員会,宗教法人土佐国分寺 と協議を重ね,そ の結果 として国の補助を得て昭和62

年度から土佐国分寺跡の発掘調査を行 うこととなった。

調査は,況国分寺の書院北側の畑地,寺域東側の水田地及び金堂北側の畑地を対象地 として

調査区を設定 し,発掘を行った。また,参道改4多工事に係る史跡の現状変更等に伴 う発掘調査
(註 5)

において,鐘楼西側部分から礎石建物址の一部 と考えられる遺構が検出されたため,調査区を

東側に拡幅 して調査を実施 した。各調査区の地番及び調査期間,発掘面積は以下のとおりである。

第 1調査区 (書院北側地区)南 国市国分527番地

昭和62年 9月 21日 から10月 9日 まで。発掘面積58∬。

第 2調査区 (寺域東狽J地区)南 国市国分560-1番地

日召不日62年 9月 7日 から9月 14日 まで。 発掘面積87m2。

第 3調査区 (金堂北側地区)南 国市国分528-1番地

昭和62年 12月 17日 から12月 21日 まで。発掘面積41∬。

第 4調査区 (鐘楼北恨J地区)南 国市国分543番地

昭和62年 12月 21日 から12月 27日 まで。発掘面積32m2。

-4-
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註 1

註 2

誰 3

註 4

言主5

岡本健児他『土佐国分寺 鐘楼建立,書院改築に伴う発掘調査』昭和53年 士佐国分寺

岡本健児他『土佐国分寺 庫裡改築に伴う発掘調査』昭和54年 10月  上佐国分寺

昭和54年 10月 に,上佐国分寺西側の南北方向の市道部分について,市道拡幅工事に係る史跡の現状変

更等に伴う発掘調査が南国市教育委員会によって実施された。調査地点は,土佐国分寺跡の西側寺域

と考えられる位置であり,調査の結果,上塁基底部とみられる帯状の集石遺構が検出されている。

昭和60年 10月 に,仁王門解体修理工事に伴って南国市教育委員会が調査を実施したが,土佐回分寺跡

に関連する遺構は検出されなかった。

昭和62年 11月 18日 から12月 3日 の間に南国市教育委員会が調査を実施した。現国分寺金堂前から仁王

門前に至る参道部分について,幅26m長 さ43mの範囲で発掘を行った結果,鐘楼西側部分で方形の掘

方をもつ建物址の一部を確認した。また,金堂南側において古墳時代の方形堅穴住居跡 1棟が検出さ

れたほか,弥生時代及び平安～室町時代に属する柱穴,ピ ット,近・現代の柱穴, ピット,採土穴等を

検出した。なお,現金堂南十員J前の発掘区からは土佐国分寺跡の旧金堂等に関係 した遺構は検出されなかっ

た。

写真 l SB-1検 出状態 (南 より)
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Ⅲ 調査の概要

今回の調査では,寺域東限 。北限及びイ曽房等を確認するために,現国分寺金堂北側,書院北

側部分,国分寺東側部分について発掘 を実施 したほか,鐘楼西側部分で参道改4笏工事に伴 う発

掘調査によって検出された建物址の規模 を確認するために,鐘楼北側部分の調査を併せて実施

した。

各発掘区については便宜上,第 1～ 4調査区の名称を与えて区分 した
挽Υ

下,各調査区のw

要について述べ ることとする。

第 1調査区 (書院北側地区)

現国分寺書院の北恨1に 幅14～ 2m,長さ24mの東西方向の トレンチを設定 した。発掘区周辺

は,標高1310m前後を測る平坦地で,現状は畑地 となっている。

層序は 4層に区分される堆積土がみられ,第 I層 は表上で茶褐色腐植土,第 H層褐色粘質土 ,

第Ⅲ層茶褐色粘質土,第Ⅳ層茶褐色粘質土 (地山)である。このうち,第 III層 中からは須恵器

及び土師器,瓦類が出上し,第 Ⅳ層上面では遺構が検出された。上層全体の堆積厚は, トレン

チ東側では平均20～ 30cmであったが,西側では60～ 90Cmを 測 り,第Ⅳ層上面は, トレンチ中央

部から西側方向にかけて傾斜 している。 トレンチ両端の比高差は70cmを 測る。

検出遺構は,東西方向の濤跡,柱穴及びピットである。なお, トレンチ西端部では近 。現代

の著 しい撹乱がみられた。

第 2調査区 (寺域東側地区)

第 2調査区では,寺域東限を確認するため幅3.5m,長 さ17mの 東西方向の トレンチを設定 し,

一部を拡張 した。基本層序は第 I層 が耕作土で茶灰色粘質土,そ の下層に茶褐色粘礫上をはさ

んで茶褐色礫土 (地 山土)と なってお り,堆積厚は平均18～ 20cmである。茶褐色粘礫土中から

は,須恵器,土師器,土師質土器,近世陶磁器等の細片が出土した。 トレンチ中央部から西側

にかけて遺構は検出されなかったが,東側では東西方向の濤跡及び井戸を検出することができ

た。滞跡は茶褐 色礫土から掘 り込まれているが,北側肩部のみの検出であ り規模,性格等につ

いては不明である。井戸は濤跡を壊 して掘 り込まれてお り,上部は室町時代に属する土師質土

器を含む第Ⅵ層黒褐色粘質土で覆われている。井戸及び濤跡の形成時期は,室町時代に位置づ

けられ,調査区周辺に屋敷跡の存在が推測される。

第 3調査区 (金堂北側地区 )

第 3調査区では,幅 1.4～ 1.6m,長 さ16.6mの トレンチを設定し一部拡張し,寺域北側の上

塁の西側延長部分についての確認調査を行った。発掘区周辺は,標高12,75m前 後 を測 る平坦

な畑地である。

基本層序は,第 I層耕作土で茶灰色粘質土,第 H層褐色粘質土,第Ⅲ層茶褐色粘質土 (地山 )

で,第Ⅲ層上面で遺構が検出された。遺構検出面の標高は12.50m前後を測 り,第 Ⅲ層上面まで
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の上層堆積厚は平均30cmであった。検出された遺構は,濤跡,柱穴, ピットであるが, トレン

チ北端の遺構検出状態からみれば,築地の存在がうかがわれる。なお,第 H層 中からは,瓦類,

須恵器,土師器が出土した。

第 4調査区 (鐘楼北側地区)

現国分寺の鍾楼北側に,幅 4m,長さ8mの トレンチを設定し一部拡張した。この発掘区は,

鐘楼西側及び北西側において,参道改修工事に伴 う発掘調査により検出された建物址の規模及

び性格を明らかにするために発掘区を東側へ拡幅したものである。

発掘区の基本層序は,第 I層褐灰色粘質土,第 H層褐色粘質土,第 III層 暗褐色粘質土,第Ⅳ

層褐色粘質土 (砂礫混じり),第 V層黒褐色粘質土,第Ⅵ層責茶褐色粘質土 (地 山土)である。

このうち,第 I層 ～Ⅳ層は,近 。現代のか く乱を強 く受けており,須恵器及び土師器片と共に

近世陶磁器,瓦片が出土した。なお,第 V層 中からは,須恵器及び土師器,瓦類が出上 した。

検出遺構は,弥生時代後期～古墳時代初頭の上墳及びピット,平安時代後半のピット,近世の

採土穴及びピットのほか,土佐国分寺跡の伽藍の一部とみられる三間×四間以上の建物址の所

在を確認することができた。

I褐灰色粘質土

H禍 色 粘 質土

III暗褐色粘質土

Ⅳ 掲 色 粘 質土

V黒褐色猫質土

Ⅵ 責茶色粘質土

Ⅶ 暗 褐 色 土

Ⅷ 黒 褐 色 土

Ⅸ 淡 茶 褐色土

X黒 褐 色 土

� 淡 茶 禍色土

第 4図 第 4調査区 (鐘楼北側地区)土層断面図
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Ⅳ 主要遺構 と遺物

遺構

第 1及 び第 3調査区において,東西方向の濤跡及び柱穴,ピ ットを,ま た第 2調査区におい

て中世に属する濤跡及び井戸を検出することができた。第 1調査区で検出された濤跡は,幅 54

～70cm,深 さ14～ 20cm,検出長87mを 測る東西方向の濤 (SD-1)で ,濤の埋土 (茶褐 色粘

質土 )中か らは,瓦類,須恵器及び土師器片が出上 した。また,第 3調査区で検出された濤跡

は幅60cm,深 さ20cm,検 出長1.4mを測る小溝(SD-2),幅 65cm,深 さ15～ 25cm,検 出長1.5mを

測る東西方向の溝(SD-3),幅 15m,深 さ20cm,検 出長1,7mの 大滞 (SD-4)で ,出土遺物

の内容か ら奈良時代中頃～後半に形成されたと考えられるものである。第 3調査区北端で検出

されたSD-2の 北側には,濤跡に並行する柱穴跡がみられ, この部分が僅かに段状を呈 して

いる (下段 との比高差10cm)こ とから,上部が後世の削平 を受けてやや不明確なものの築地の

痕跡である可能性が強い。なお,第 3調査区北端は,寺域北限の土塁の西側延長部に位置する

ことから,寺域北限部は築地によって画されていたことが推察される。

第 4調査区では,三間×四間以上の東西方向の建物址 (SB-1)及 び模穴,土墳, ピット

等が検出された。 SB-1は 1辺 1,1～ 1.2mを 測る方形の掘方をもち,梁行58m,桁行 7m以

上を測るもので,三間×五間の建物址 と考えられる。掘方の上部には根石 として使用されたと

考えられる15～ 20cm大の河原石を残す ものがみられ, また,掘方内からは柱心の痕跡がみられ

ず淡茶色土及び黒褐色上による版築状の地業が認め られることか ら,掘立柱建物址ではな く礫

石基底部に地業を施 した礫石建物址であると判断される。掘方埋土中から,瓦類・須恵器及び

土師器片が出土 してお り,出土遺物の時期か ら土佐国分寺跡創建当時の主要遺構であると考え

ら才化る。

SB-1に ついて

第 4調査区で検出されたSB-1は ,こ れまで確認されている土佐国分寺跡関連遺構のなか

で,創建当時の伽藍配置に関係 した最 も明確な遺構であ り,従来不明瞬であった土佐国分寺跡

の主要遺構の一部である。 SB-1の 内容及び性格についてふれることにしたい。

位置

SB-1は ,現国分寺金堂南側基壇から計測して南側約24mの位置で検出された。鍾楼西側

参道下か ら鐘楼北側部分にかけて,地表下20～ 40cmか ら検出されたもので, SB-1の 東南部

は鐘楼下にかかっている
乳体

出位置は,推定寺域 (東西500尺 南北450尺 )の 中軸線上で,寺域

南限から約23.80mを測 り,建物東縁か ら寺域東限までは約71.30m(240尺 )を 測る。
(註 2)

検出状況

遺構は,第Ⅵ層責茶褐色粘質土 (地山土)上面において検出された。遺構検出面の標高は,

12.40m前後である。遺構上部の堆積土は第V層 黒褐色粘質上で,同層中からは瓦類 (図 6～
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10),須 恵器及び土師器 (図 11)が出土 している。なお, SB-1に 伴 う基壇,濤,廂,回廊等

の遺構は確認されなかった。

掘方は,一辺11～ 1.2m× 1.4mの 長方形状で,深さは平均40～ 50Cmである。掘方内からは,

柱心は検出されず,淡茶色土及び黒褐色上による版築状 (硬質ではな く,軟質である。)の堆積

上がみられる。また,掘方の一部では,掘方上部に根石 としての使用が考えられる15～ 20cm大

の河原石が残存するものが認められ,礎石は遺存しなかったものの礎石下部に方形の掘 り込み

基盤を有 していたもの と判断される。このため, SB-1は 礎石建物であると考えられ,礎石

位置に地業 として掘 り込み基盤を施 していたと推定される。なお,掘方中心間の距離は, SB

-1の北縁及び南縁部で15m前後であ り,北東隅及び東縁部では18m前後 を測る。

遺構の検出状態から, SB-1は 桁行 7m以上梁間58mを 測る礎石建物で,東西五間南北

三間規模の東西棟の建物であると考えられる。なお,建物の主軸はN-16°一Eである。

性格

SB-1は ,推定寺域の南側中央部にあたり中軸線上に位置 している。土佐国分寺跡の伽藍

配置については,寺域を画する土塁及び現金堂の配置等からこれまで東大寺式伽藍配置である

と推察されている。 SB-1の 位置 としては,東大寺式伽藍配置 とすれば中門部分に該当する
(註 3)

が,回廊等の付属施設は検 出されてお らず, また SB-1掘 方の間隔は1.5m及び1.8mと 短 い

ことか ら,現状では SB-1を 中門 と判断す ることは難 しい。 SB-1周 辺 の調査に よって遺

構の性格 を明 らかにす る必要がある。

註 1 昭和52年 2月 に行われた鐘楼部分の発掘調査では,調査範囲が極めて限定的であった関係で,建物址

の所在は確認されなかった。調査時に検出された幅135m× o9m,深さ06mの貯蔵穴状の遺構が,

SB-1の掘方の一部であると判断される。

註2 造営尺を唐尺=令小尺として, 1尺の近似値から復元すれば80尺 が得られる。

註3 岡本健児『高知県の考古学』昭和43年  吉川弘文館

遺物

今 回の調査では,第 1・ 3・ 4調査区の トレンチか ら瓦類が, また各 トレンチか ら須恵器及

び土師器が出土 したほか,第 2調査 区で土師質土器が,第 4調査 区で弥生土器が出上 した。出

土遺物の総数 は,破片数 で約 300′点である。以下,主要遺物の概要につ いてふれ る こ とに した

い
。

瓦 (図 6～ 10)

瓦類の出土′点数は少なかったが,単弁蓮華文軒丸瓦 (1),複弁蓮華文軒丸瓦 (2),九瓦 (3

～ 5。 8),平瓦 (6。 7,9～ 20)が 出上 した。土佐国分寺跡か らはこれまで,六種にわけら

れる軒丸瓦 (単弁蓮華文四種 。複弁蓮華文二種 )を はじめ,重弧文軒平瓦,平瓦及び九瓦が出

土 している。また,瓦窯跡 としては土佐山田町新改東谷の東谷瓦窯跡及び土佐山田町楠目の長

谷山瓦窯跡が知 られている。今回出上 した軒九瓦は,先 に確認されている六種のうちの二種で,

(註 3)

奈良時代後半段階に位置付けられると考えられるものである。また,平瓦については,凸面に
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格子 目文 (6・ 7・ 9～ 12),紀 目 (13・ 14)に よる叩き目が残るもののほか,叩 き目をす り消

して無文化 したもの (15。 16),ハ ケロによる調整が施 されたもの (17～ 20)がみ られた。平瓦

のうち20は,他の瓦と異なり,明 らかに須恵器窯跡で焼成されたもので, SB-1の 柱穴掘方

底面から出上 した。また,19は 隅切瓦である。 3・ 4。 11～ 13の 瓦は第 1調査図羊央部遺構検

出面上で, 7・ 19は 第 3調査区で検出されたSD-2埋 土中から,そ の他については第 4調査

区で検出の SB-1周 辺の遺構検出面上部の堆積土中か ら出土 した。

須恵器 (図 11-12～ 18)

甕口縁部 (12),杯 身 (13・ 14),杯蓋 (15・ 17),碗 (16),瓶 (18)が 出土 した。12・ 13・ 15は

第 1調査区中央部で,18・ 26は 第 3調査区北部で,ま た14。 16。 17は 第 4調査区で出土 したも

ので,14・ 17(SB-1掘 方埋土中)を 除いて他は遺構検出面上部の堆積土中か ら出土 した。

遺物の所属時期は,12～ 14が古墳時代後期 (6C末～ 7C前半)に ,13・ 15～ 18が奈良時代

中葉～後半に求められる。

土師器 (図 11-1～ 11・ 19・ 26・ 27)

杯 (1～ 10。 27),椀 (11。 26),甕 (19)がみられた。 2～ 4・ 6～ 11,27は SB-1北 側の

ピット中から一括 したものであ り, 1・ 5は SB-1検 出面上の堆積土中から出土 した。また

26は ,第 1調査区中央部で出上したものである。 2～ 4・ 6～ 11・ 26・ 27は ,平安時代中葉～

後半に位置づけられる。

上師質土器 (図 11-22～ 25)

第 2調査区で検出された井戸の上部堆積土中か ら出上 したものである。ロクロ成形によるも

ので,糸切底である。

弥生土器 (図 11-20。 21)

第 4調査区で出土したもので,20・ 21は土渡中から出土 した。弥生時代後期後半に属するも

のと考えられる。

誰1 岡本健児 第4章第2節 第二項「土佐国分寺の考古学的考察」『南国市史・上巻』 昭和54年 10月

註2 廣田典夫 『新改東谷古窯群の発掘』 昭和53年 土佐山田町教育委員会

註3 註 1に同じ
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12′ 500m

I褐色土

II・ Ⅳ・Ⅵ 淡茶色土

Ⅲ・ V黒褐色上

Ⅶ 黄茶色粘質土

12′ 500m

I黒褐色土

II淡茶色土

Ⅲ 黒褐色土

Ⅳ 責茶色粕質土

第 5図 SB-1方 形掘方断面図

写真 2 SB-1掘 方根石検出状態 (南東から)

Ｉ

　

　

一
コ

一　

ｍ

-13-



V ま と め

土佐国分寺跡の発掘調査は,史跡の現状変更等に伴 う発掘調査 を含めてこれまで 6次にわた

る調査が実施されているが,伽藍配置に関連 した具体的な遺構は検出されていなかった。

今回の調査は,土佐国分寺跡の範囲及び伽藍配置等を明らかにすることを目的として実施さ

れたもので,土佐国分寺跡の学術的な調査 としては最初の発掘調査である。以下,調査で得 ら

れた所見 と今後の問題点について論述 してまとめ としたい。       ,
(1)現国分寺の書院北側,金堂北側,鍾楼北側,寺域東側に調査区を設定 して発掘を行った

結果,礎石建物址及び柱穴, ピット,溝跡,井戸等を検出し,併せて弥生時代後期,古墳

時代後期,奈良時代中葉～平安時代後半,室町時代に所属する土器,瓦等を検出した。
(動 土佐国分寺跡に関連する遺構 としては,第 1調査区 (書院北側地区)で東西方向の濤跡

(SD-1)及 び柱穴, ピットを,第 3調査区 (現金堂北側地区)で東西方向の濤跡三条(S
D-2～ 4),方形の掘方をもつ柱穴, ピット等を検出したのに加え,第 4調査区 (現鍾楼北

側地区)で東百凍の礎石建物址 (SB-1),柱 穴及びピットを検出することができた。なお,

第 2調査区 (寺域東側地区)では,寺域東限を確認するために東西方向の発掘区を設けた

が,関連遺構は検出されなかった。

(31 現金堂司帥」地区で検出されたSD-2及 びその北側の柱穴は,築地の存在を想定させるも

のであり,検出位置が寺域北側土塁の西側延長部にあたることから,寺域北限は築地によ

って画されていた可能性が強い。

なお, この部分では上部の削平が著 しく,遺構検出面上部の堆積土 も浅かったことから,

築地に伴 う基垣等は検出できなかったが,今後,現存土塁の一部立ち割 り調査を含めた面

的調査によって,築地の痕跡及びその範囲,形成時期等について検討を進めたいと考ている。

金堂北側地区では,上記のほかに SD-3。 4及び一辺0.9～ 1.lmを 測る方形掘方をも

つ柱穴跡が検出されてお り,規模及び内容等については不明であるが,掘立柱建物が所在

していたことが確認された。なお,出土遺物の内容からみて, SD-3・ 4及び柱穴跡は

奈良時代中葉～後半にかけて形成されたと考えられる。

④ 現鰈 耳ヒ側地区でヽ検出されたSB-1は ,礎石下部に方形の掘 り込み基盤をもつ もので,

桁行 4問,梁間 1間分が検出された力ヽ 全体の規模として桁行 5間 ,梁間 3間に復元される建

物である (桁行 7m以上梁間5.8m)。 建物の主軸はN-16° 一Eであり,現存する土塁等に

よる推定寺域の方位 と合致 している。掘方埋土中からは,瓦 (図10-20)及び須恵器 (図

11-14・ 17)が出土した。

SB-1の 位置は,推定寺域の中軸線上にあり,伽藍配置からすれば中間の位置にあた

る。しか し,建物の構造上からは中門とはみなし難 く,現状では堂合の一部 として把握さ

れるにとどまる。 SB-1の ′性格については,周辺部の調査によってさらに明確にされる
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必要がある。

“

)土佐国分寺跡はこれまで1東西500尺南北450尺の寺域をもち,土塁によって寺域が画さ

れた,東大寺式伽藍配置をもつ奈良時代寺院跡であると推察されてきた。しかし,土塁等

の現存遺構,遺物の散布状況及び部分的な発掘調査の成果等からは資料的制約が強く,詳

細な検討を行うには至っていなかった。

今回の調査では, SB-1を はじめSD-2～ 4,柱穴及び濤,ピ ット等が検出され,

土佐国分寺跡に関連する具体的な遺構が確認された。調査によって得られた資料の検討に

より,ま た今後の発掘調査によって土佐国分寺跡の実態がさらに解明
再
れるものと期待市

るものである。
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土佐国分寺跡概要図
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図 2

o                      4m

第 1調査区(金堂北側地区)遺構平面図 (SD-1)
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第 2調査区(寺域東側地区)遺構平面図
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図 4

0                     4m

第 3調査区(金堂北側地区)遺構平面図 (SD-2～ 4)
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第 4調査区(健楼北側地区)遺構平画図 (SB-1)
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図 6
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図10
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PLl

同上 (調査風景 。東か ら)
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PL2

SD-1 検出状態 (東から)

SD-1 完掘状態 (東から)
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PL4

第 3調査区(金堂北側地区)遠景及び近景 (北西から)
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第 3調査区(金堂北側地区)遺構検出状態
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下(北東から)
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鐘楼西側,遺構検出状態 (北東から)

第 4調査区(鐘楼北側地区)発掘前 (西から)
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P L10

SB-1覆 土遺物出土状態 (西から)

SB-1北 側 ピッ ト遺物出土状態 (東から)
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SB-1 掘方
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